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血管束移植術 は乏血組織 の血行状態改善 を主 な目的と し て臨床 に 用い られ て い る が ， 血管束自体
の 作製方法や作製後 の 血行動態 に つ い て は不明 な点も多い ． 今回 家兎の伏在動静脈 を用い て 血管束移植
術の モ デ ル を作成 し ， 血 管束作製時の 血 管束内の 血 管周囲組織の 重 要性と血 管束先端 の結染の 影響 を微
小血管造影法 と組織学的手法に て検討し た ． そ の 結 果， 血管周囲組織内に 存在す る微小循環系が血管束
内の 血管本幹の開存性の 維持 に 必須 で
，
血管周囲組織が存在 す れ ば結染の 影響は な い こ とが わ か っ た ．
吸入 式水素ク リ ア ラ ン ス 法 に て 血 管束の 血管周囲組織の 血 流量 を測定 し た結果
， 先端指数 を施行 した 術
直後 に お い て は 血 管周囲組織の血流が有意に 減少 す るも の の ， 正 常 の56％く40－1士16－8mlノmin 川 OgJの
血流量が残存 し， 動脈の 近位部の結染切離の追加 に よ っ て こ の 血流 は消失 した ． よ っ て ， 血管束内 に 存
在す る血管周囲組織 の 循環 は血管本幹経由に て推持さ れ て い る こ と が 直接的に 証明さ れ ， 逆 に 血管周囲
組織の循環 が血 管本幹の開存 に 役立 っ て い る こ と が 明ら か とな っ た ．
Eey w o rds v as c ula rbu ndle tr a n spla ntatio n， pe rivas c ula rtiss u e，
Cir culatio n， C apillary prolifer atio n， W O u nd he aling
動脈の み ある い は動静脈血管束を乏血状態 に 陥 っ た
組織内に 移植 し て 血 行改善 を はか る 試 み は ， 1 94 6年
Vin ebe rg
り が 内胸動脈 を心 筋内 へ 移植 した の をも っ
て囁矢とす る ． そ の後 ， 骨組織 に 対 して も 同様 の 目的
で実験的試み2ト n 9や ， 臨床的に Kie nb6ck 病 8 州 や 大
腿骨頭壊死 細川 な どの 壊 死 骨の 血 行改善 を目的と し て
応用さ れ て き た － 以 上 の よ う に 乏血 組織 に 対す る 血管
束移植術 の 効果 は実験的 に も臨床的 に も ある 程度研究
されて い るが ， 血 管束自体 の 循環 に 関す る研究は な さ
れてい な い ． 血管束の 作製時 に は， 血 管束の 先端 を結
染して血管東本幹 と末杓 との 連絡を断ち ， し か も動静
脈の周囲 を剥離 し て血 管 と周辺 組織 と の 連絡 も断 つ た
め－ 血管束 の 血 行状態 はき わ め て 非生理 学的状況に 追
い 込ま れ ， 血管本幹の 開存性も損 なわ れ る可能性が あ
る ．
この 際 ， 血管の 周囲 に 軟部組織 を付着 さ せ る か 否
か， ま た付着さ せ る場合 ， こ れ が先端 を結梨 し た血 管
束自体の 循環 に どの よう な影響 を及 ぼ す か に つ い て は
未だ明確な研究が な さ れ て い な い ．
そ こ で ， 本研究 で は ， 動物実験 に て 血 管束モ デ ル を
作製し， 血管 に付 着す る軟部組織の 量 ， 即ち血管周囲
組織の 量 を変化さ せ ， ま た血管束先端 の結染 を加 えた
群と加 えな い 群 と を作製 し ， 血管周囲組織の 有無 と先
端結勢の 有無 の 影響 を形態学的に 検討 した ． 一 方 ， 血




． 実験 材料 と手 術 法
体重 3 へ 4kg の 成熟家兎の 伏在動静脈 を実験対象
と した12，． 伏在動静脈は大腿内側部の 皮下 に 出 現 し た
部位 よ り外側伏在静脈 の 吻合枝と交通 する ま で の 長さ
3 へ 4 c m の 部 分を用 い ， 伏在動脈 に伴走す る 2 本 の
伏在静脈 を同時に 血 管束と して用 い た 個1， 2J．
手術は 全身麻酔下 に ， 手術用 顕微鏡を使用 し ， 可及
的愛護的な操作 で行 っ た ．
II． 実験群 の 作製
血管束作製 に お け る血 管周 囲組織 の 重 要性 と先端結
染の 影響 を検討す る た め以 下の 5群 を作製し た ．
1 ． 結染群
伏在動静脈 を末梢部で結無 し， その 血 管周 囲組織 で
ある膿膜 ， 脂肪組織 と伏在神経 を最低幅 3 へ 5 m m 付
着さ せ た 一 す べ ての 群の 移植母床は伏在動静脈血 管束
直下に 存在 す る半膜様筋 の筋腹上 と し た く図3 Aト
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Fig． 6－ M ic ro angl Ogr a m Of n o r
m al s aphe n o u s
v a scula r bundle a nd n eighbo u ring fa scia s．
T he r e a r e s om e C api11a rie s o nthe fa scia but
the periv a scula rtiss u e of the v a sc ula rbu ndle
ha sfe w capilla ry．
Fig． 7． M ic r o a ngiogr a m oftheligated gr o up at
3 days after oper atio n－ T he pe riv a sc ular
tiss u eha s m a ny c apillaries， Which a r eir regul
－
a r in shape with sev er al le akage site s of
India nink．
Fig． 8． M ic r o a ngiogr a m ofthe ligated gr o up
at
2 w e eks afte r oper atio n－ T he r e a re s ev e r al
fo ci of a m arked in cr e s e of the c apilla ry
v a s c ula rity． T he se c apilla rie s a r erun ning ln
r a nda m dir e ction s a nd c o n n e cting ea ch othe r．
Fig． 9． M ic ro angl Ogr a m Ofthel
igated gr o up at
6 w e eks afte r ope r atio n． T her e a r e afew
C apillarie s．
Fig．10． M ic r o a ngiogr a m of the ligated a nd
de n uded gr o up at 2 w e eks afte r ope ratio n．
A ltho ugh there a re s o m e c apillrie s， n O
m a ssiv egeneration of n e w
．fo r m ed c apilla ryis
fo und． Arr o w s sho w that ste m s apheno us
a rtery l Sinte r rupted by intr aluminal thr o mbi
at s e v e r al site s．
Fig． 11． M ic r o a ng10gr am S Of the n o
n－1igated
gr o up at 3 days after oper atio n－ T he p
e riv as－
c ula rtis su eha s n u m er o u sfin e c apillarie s， a nd
n ole akage ofIndia nink is fo u nd．
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Fig－12． M ic ro anglOgra m Of the n o n，1igated
gr o up at o n e w e ek afte r opre atio n． A la rge
n umber of c apilla rie s of the periva s c ula r
tis su e a r e visible cle a rly． Ar r o w sho w the
Site of n e wly．fo rm ed c apillaies．
Fig．13． M icro angiogr a m of the n o n－1igated
gr o up at 6 w e eks afte r oper atio n． A few
C api11a rie s a r e s e e n．
Fig■ 14t M ic r o a ngiogr am ofthe n o n－1igated a nd
de n uded gr o up at 2 w e eks after oper atio n．
So m e capi11a rie s a r e se e n witho ut a m a ssiv e
ge n e ratio n ofthe n e wly－for med c apilla ries．
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2 ， 周 囲組織切除結染群
結染群 の伏在動静脈血管を残 し
， 腹膜 ， 脂肪組織 ．
伏在神経等 の 血 管周囲組織 を可及的に 除去 し た く図 3
Bl．
3 ． 剥離群
伏在動静脈 を結致せ ず， 伏在動静脈の 血管周囲組織
を温存 し て ， 全 周 で の 剥 離操作 の み を加 え た く図 3
CI．
4 ． 周囲組織切除剥離群
剥離群 の血管周囲組織 を可及的に 切除 し た く図 3
Dl．
5 ． 周 囲組織単独群
血管周囲組織 を温存 して血管束 を起 こ し た後 ， さ ら




正常家兎お よび 実験群 の 3 日， 1 五臥 2週 ， 3 週，
Fig－1－ M a c r o s c oplC anatO my Of the s aphe n o u s
a rtery and v ein of white Japa n es e r ab bit．
S kin a nd s ubc uta n e o u stis sue are in cised．
T he s aphe n o u s v e ss ele a re se e nbetw e e nthe
fas cia of gr a cilis m u s cle a ndthe knee r etin u c－
ulum くa r．ro wJ．
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Fig．2． Sche m atic illu str atio n of m a c ro s c opI C a n atO my Ofthe the saphen o u s a rte y a
nd
v ein of white Japa n e s er abbit． T he fa s cia of gr a cilis m u scle a nd the kne e
r etin u c ul m ar e widely r es e cted． くり， S aphe n ous v es sle s with s o m e surro unding
pe riv a s c ular tiss u ei く21， S e mim e mbr a n o us m u s cleこ く31， addu cto r m u scleニ く41，
s emite ndin o u s m u s cleニく5J， ga StrO C n e miu s m u scle三 く6J， V a Stu S m edialis m u scleこ く71，
re ctu sfe m o ris m u scle ．
血管束移植術 の 基礎的研究
Fig． 3． Sche m atic illu str atio n of the e xpe rim ental gr o ups－ In allgr o ups， the
V a SC ula r bu ndle is tr a n spla nted o nto the n o r m al s e mim e mbr a n o u s m u s cle．
Are a s of tr a nsve rs elin ein the figure r epr e s ent se mim e mbra n o u s m u s cle ． A，
1igated gr o up， is made with the ligatio n and c utting at the distal e nd of the
Va S C ula rbu ndle s， tOgether withthe periv a sc ula rtiss u e． T his gr o upis m ade a s
a ty pic al gr o up fo r the v a s c ula r bu ndle tr a n spla ntatio n． B ． 1igated a nd
de n uded gr o up， is m ade with a n atr a u m atic res e ctio n of pe riv a s c ula rtiss u e
fr o mthe ligated gr o up－ C， nOn －logated gr o up，is m ade witho ut theligation a nd
C utting of the v a sc ula rbu ndle with pe riv a s c ula r tiss u e． D ， n O n－1igated a nd
de n uded gro up， is m ade with a n aatr a u m atic re s e ctio n of pe riv a s culartiss u e
fr o mthe no n．1igated gr o up． E， prOXim ally ligated gr o up， is m ade with the
pr o xim a1 1igatio n a nd c utting of ste m artery a nd v ein ad ded to the ligated
gr o up． In this gro up， O nly the pe riv a s culartiss u eis c o ntin u ed．
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4 軋 6週目に 田中 らの 方法 に 準 じて
131動物実験用墨
汁くカイ メ イ 社 ， 東京うを使用 した 微小 血管造影 を施行
した ．
全身麻酔下 に ， 頸静脈よ り ヘ パ リ ン加生理 的食塩水
500ml を 50c m 水柱の 静水圧 に て 全身濯流 と脱血 を施
行し ， 次い で 開胸 し上 半身を離断後 ， 胸部大動脈 よ り
ヘ パ リ ン加生 理 的食塩水 500ml に て 100c m 水柱 の 静
水圧 に て下半身 の み 潜流 した ■ 引 き続 い て 一 手術創 を
開き 血 管束 と そ の 母床を 十分 ふ く め て 図4 の ごと く切
離 を行い ， 母床 お よ び血管束 が血管束か らの 血 行の み
で 湾流さ れ 正 常筋肉組織か らの 血流 は遮断さ れ る よ う
に し た ． こ の 状況下で ， 20％墨汁入 り 生 理 的食塩水
200ml， 次 い で 10％ホ ル マ リ ン 加20％墨汁入 り生理 的
食塩水100ml を胸部大動脈 よ り 用 事的 に 注入 した ． 注
入圧 は 100c m 水柱と した ．
試料採取後 ， 10％ホ ル マ リ ン に て 固定 し ， エ タ ノ
ー
ル 脱 水後 ． 緒方の 方法に 準 じ て
1 机ソ ェ ー デ ル 油に浸 し
透徹標本 と し ， 透過光の 実体顕微鏡で観察 し た ■
2 ． 組織学的検索法
微小血管造影像観察の後の 正 常家兎お よび 実験群の
各試料 よ り組織標本 を作成 した ． す な わ ち ， 血管束の
近位 ， 中丸 遠位の 3箇所 で横断標本 を作成 し ， こ れ
らの 組織片は 6 ル 8メ の 厚さ に て 薄切 し， 染 色は へ マ
トキ シ リ ン ． エ オ ジ ン 染色に 過 マ ン ガ ン 酸カ リ ウム
．
Fig． 4． Schem atic illu str atio nfo r micr o a ngiog
－
r a m． This is a sche m aof the ligated group
fo r an e x a mple． T he v a sc ula rbu ndle with
pe riv a sc ula r tiss u e a nd s o m e of
its bed，
n eighbo u ring se mim e mbr a n o u sm us cle， a re
elev ated with incisio n s of s emim e mbra n o u s
m u scle ． With this tre atm e nt， the blo od flow
fr 。m the rnu SCle to the v a scula rbu ndleis cut．
滞
レ ゾ ル シ ン ． フ ク シ ン 法 に よ る弾性線推染色
1引を併用
し た三 重 染色 を行 っ た 岬 ．
3 ． 組織血 流測定法
Aukland ら川 な ら びに 緒方 の方法 に 準 じ て
10吸入式
水素ク リ ア ラ ン ス 法 に て組織 の 血流 を測定 した ． 血管
束内 に 血 管周囲組織 を有す る 結黎群 ， 剥離 瓢 周囲組
織単独群と対照群と して の 未処置の伏在動静脈の各血
管周囲組織で ， い ずれ も手術直後 に 計測 した が ， 結魚
群 と剥離群 に 関し て は術後 2週目 に も計測 した ． まず
対照群 ， 次い で剥 離群 も しく は結染群 ， 最後 に 周囲組
織単独群 を作製 しそ の つ ど血 流 を測定 した ．
気管内挿管乳 笑気 酸素と フ ロ
ー セ ン に て全身麻
酔 を行 い ， 血圧 を 一 定 に 保 っ た ■ 呼吸 は自発呼吸とし
た ． 測定 部位 は血管束の ほ ぼ 中央 で 血管本幹 より 2
へ
3 m m 離れ た 血 管周囲組織 と した ． こ こ に 水素ク リア
ラ ン ス 用 の 単極白金電極く直径0－3m m ， 先端1 m m 白
金黒処乳 ユ ニ ー クメ デ ィ カ ル 社 ， 東 尉 を刺 入 し測
定 した ． さ らに 不 関電極用 の 皿電極 を約 5c m 離れた
皮下 に 設置 した ．
測定装置 は電気分解式組織血流計くバ イ オメ ディ カ
ルをL 金柑 を用 い た 一 記録計の 背景電位が安定 した
後 ， 気管 内チ ュ ー ブ の 基部 よ り 水素 ガ ス を 吸入さ せ
た ， 電 位が 十分高く な っ た 時点 で水素ガ ス の 吸入 を停
止 し ， 水素 ガ ス の ク リ ア ラ ン ス 曲線 を記録し た ． こ れ
を片対数 グ ラ フ に 記入 し半減期 T を求 めた ． 血流量F
は以 下 の 式 で求 め た
珊 瑚
F ニ 69．3 入IT くml minJlOOgl
た だ し ， 入 は組織 一 血 液間の 平均分配係数で － 脳や筋
肉 な どの軟部組織 の 測定値 で あ る 入





各 々 の 群 に て 血 流値 の 平均と標準偏差 を求め ， 群間
の 平均値 の 差 を Stude nt の t検 定， また は
一 元配置分
散分析後 Scheffe の多重 比 較法 で ， pく OrO 5 もしく
は pく0．01 を有意 と して検定 し た 一
成 績
1 ． 正常伏 在動静 脈 の 組織解剖学的所 見
伏在動静脈や多数の 細小動静脈 ， 伏在神経 は脂肪組
織お よび 疎性結合組織 に 包み こ ま れ て存在し ， その脂
肪組織 は線維膜 で 被覆 され てい る 一 表層の 線推膜は薄
い が
， 底部 の線維膜 は厚く腱膿 も し く は筋膜と い
っ て
も よ く ， 両 者は 前臥 後部 で合流 し前方で は膝蓋支帯
に 移行 し ， 後方で は薄筋の 筋膜 に 移行 して い る
． した
が っ て ， 伏在動静脈血管束の横断面 で は線維膜で 境界
さ れ た 一 種 の コ ン パ ー トメ ン トの 内部に 伏在動静脈血
血管束移植術 の 基礎的研究
管本幹と そ の血管周囲組織くその 主 体 は 脂肪組織1 が
存在 して い る く図5 A別 ．
工1 ． 微小 血 管造影所見
1 ． 正常伏在動静脈 の微小血管造影所見
正常像で は ， 伏在動静脈が良好に 造影さ れ て い た ．
その周囲組織 の微細血管 は淡く造影さ れ ， 密度 は疎 で




術後 3 日目 か ら術後6週目 ま での い ず れの 時期 に お
い て も伏在動静脈本幹は墨汁 が よく 充満 し良好 に 造影
され
， 閉塞性血栓の形成 は見 ら れ な か っ た く図7， 8，
91．
2う 血管周囲組織 の所見
術後 3 日日に は 正 常時 に は見 られ な か っ た 周 囲組織
内に 不整な微細 血管が多数造影さ れ ， 一 部束周 辺 で墨
Fig． 5－A ．Tra n sv e rs e se ctio n of a no rrn al s aphe n o u s v a s cula r bu mdle．




Fig． 5－B．Sche m atic illu stratio n of figu re5－A ． くい， S aphe n o u s a rte y 三く21， S aphe m o u s v einiく3J，
S apheno u s n e r v eニく41， adipo se tiss u eiく5J， gr a Cilis m u scleニく61， thin fascia fo rthe su rfa c e of
V a Sula rbu ndleニく71， thick fa s cia fo rthe ba se of v as c ula rbu ndle ． T he setw o fa s cia sf。r m a
C O mpa rtm e ntin cluding s aphen o u s ves sles， n erV e a nd adipo s etiss u e．
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汁が 漏 出し た く図 り ． 術後 1週 目 に は微細 血管 は不整
で はある が高 い 密度で造影さ れ ， 辺 蘇部 に は新生微細
血管の 増生の 開始を示 す 小 斑 点状 に 濃 く造影さ れ た 部
分が存在 した ． 術後2週目 に は そ の 状態 は最高 に 達 し
た く図81． し か し ， 術後 3週目以降 は次第 に 微細血管
の 密度は減少 し ． 術後 6 週目 に は 正 常像 と同程度 と
な っ た く図9ト
3 ． 周囲組織切除結魚群
1う 伏在動静脈本幹の 所見
術後 3 日目か ら術後 2週目 に か け て 伏在動脈 の みが
造影 され ， か つ 中央 か ら末梢 に か け て著明 な拡大 と そ
の 遠位部の 断裂像 を呈し ， 血栓形 成 と 判断 さ れ た く図
101． 伏在静脈 は ほ と ん ど造影さ れ な か っ た ． 術後 3週
目以降は伏在動静脈い ず れ も造影 は 不 良 で あ っ た ■
21 血管周囲組織の 所見
血管東本幹周囲に は術後 3 日目 よ りわ ず か に 切除 を
免 れ た組織に 微細血管 を認 め ，
一 部墨汁 の 漏出像 も存
在 したが ， 術後 1週間目以降 は疎 な微細血管 を少量認
め た の み で あ っ た く図10ト 束周辺 に 新生毛細 血管の 出
現は認め な か っ た ．
4 ． 剥離群
11 伏在動静脈本幹の 所見
伏在動静脈本幹は微小血管造影で す べ て の時期 で 良
好 に 造影 さ れ た く図11 ．
21 血 管周囲組織の 所 見
術後 3 日目 に は血 管周 囲組織の 脂肪組織内の 存在す
る微細血管網 や伏在神経 に 伴走す る数条の微細血管が
均 一 に 淡 く造影 され た ． こ の所見 は正 常例 で は認めら
れ ず， 剥 離に よ り 周囲組織内の 微細血管 が強調さ れて
造影 さ れ た も の で あ る ． 結染群 や 周囲組織切除結染群
で 認め られ た 墨汁の 漏 出像は な か っ た く図11．
術後 1過日 に も微細血管 は術後 3日 目と 同様で ある
が ， その 辺 緑 で は微細血管増生の 開始 を示 す 小 斑点上
に 漉 く造影 さ れ た部分が存在 し た く図121．
術後 2過日 に は束周辺 に微細血管の 旺盛 な新生像を
呈 した ． しか し ， 術 後 3か ら 6過日に か け て微細血管
は徐々 に 疎 と な り ， 術後 6週目 に は対象群 と同程度淡
く造影 され る よ う に な っ た く図131．
5 ． 周 囲組織切除剥離群
い 伏在動静脈本幹の 所見
伏在動静脈本幹は微小血管造影 で す べ て の 時期で 良
好に 造影さ れ た ．
21 血 管周囲組織 の 所見
術後 3 日目 か ら術後 2週 目 に は切 除 を免 れた 血管周
囲組織 に 微細血 管 が ご く わ ずか に 造影 さ れ る の み で
あ っ た く図1軋 術後 3週目以降は微細血管 の 造影はさ
ら に 乏 しく な っ た ． 新生 毛細 血 管の所見は認め なか っ
た ．
Fig． 15． Histolog yoftheintim a of saphe n o u s a rte y of
the ligated gro up at
on e w e ek after oper atio n． T he r e a r e s ev eral laye r s of intim al c e
lls，
show lng a nintim althickening． H－E stain with per m a nga n ate
－ r e SO rCin－fu cp
bsi11 Stain． X400．
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6 ． 周 囲組織単独群 伏在静脈 の み 造影さ れ た ． 術後 4 週 目以 降も 伏在静脈
1う 伏在動静脈本幹 の 所見 の み が不 整 に 造影さ れ る の み で あ っ た ．
術後3 日目 か ら術後 3週目に か け て 伏在動脈 は血 栓 2 1血管周囲組織の 所見
形成 を認 め て 拡張 す る の み で ， 墨 汁に は 造影 さ れ ず， 術後 3 日目か らの 術後 3 過日に は微細血管像は わ ず
Fig． 16． Histolog yofthe pe riv a sc ula rtiss u e ofthe ligated gro up at 2 weeks
afte r oper atio n． A n u mbe r of n e wly－fo r m ed c apilla riesfo rming c a n als a nd
m any fibrobla sts are se en ． H －E stain with per m a ng
－
a n ate． r e SO rCin－fu chsin
Stain ． xlOO．
Fig－ 17． Histolog yoftra n s v e r se s e ctio n oftheligated group． T he m u scle a s
a graft bed ha s n o r e m a rk ble cha nge． T he reis－lo os e c o n n e ctiv etis su e
betw e e nthe v ascula rbundle a nd the m u scle． H －E stain with pe r m a nga n at－
e －re S O r Cin －fuchsin stain ． x2 ．5．
1156
か に 認め る の み で あ っ た ． 術後 4 週日以 降 は墨汁が束
辺縁 に 斑紋状 に 多数認 め た ． 新生 毛 細血 管の 所 見 は認




術後3 日目 に は伏在動脈 の 内皮細胞が わ ずか に 増生
す る の み だ っ たが ， 術後1週日 に は内膜が肥厚 し ， 4
な い し 6層の 内膜細胞の 増殖 を認 め た く図1引 ． この 内
膜細胞 は術後2 ない し 3週目 に は扁平化お よ び層 の 減
少 を認め ， 術後 6週目 で は内膜細胞 の 増殖所見 は消失
し た ． 伏在静脈 に は変化 を認 め な か っ た ． 全経過 を通
じ て閉塞性血栓の 形成例 は な か っ た ．
2う 血 管周囲組織の 所見
術後 3 日に は 多核白血球 を主 体 と す る 細胞浸潤 ．
フ ィ プ リ ン の 析 出と毛細血管の 拡張像 を認め た ． 術後
1 週目に は細胞浸潤 は小 円 形細胞が 主 体 で よ り高度 と
な り ， 術後 1過日 か ら 2週目 に か け て 血 管周囲組織 の
外周 に は練維芽細胞 と拡張 し た内腔 を も つ 毛細血管内
皮細胞か ら な る 新生肉芽組織が 出現 した く図16ト 術後
2週目 よ り血管周囲組織 の 炎症細胞数は減少 し ， 線維
化 が 出現 した ， 同時に ， 外周 の 肉芽組織 に も線椎化が
進行 し た ． し か し ， 術後 4過日 以降， 血管周囲組織の
線推化領域の 範囲 は減少 し始め ， 術後 6週目 に は線純
化は消失 した ． ま た ． 外周の 線維性組織 も正 常 と同様
の 疎性結合組織 に 置換 され た ．
3 I母床 と の 接合 の 所見
術後 2週目 ま で は 移植血管束と母床 の 半膜様筋 は容
易に 分離が可能 で ， 母床の 半膜横筋筋腹 上 に は細胞浸
潤 を軽度認 め るの み で ， 半膜様筋組織 に は変化を認め
な か っ た ． 術後 3週目以降 は疎性結合組織 に て血 管束
と母床 は結合 し て い た く図17ン．
2 ． 周 囲組織切除結勢群
11 伏在動静脈本幹の 所見
伏在動脈は術後 3日 目 に は 中央か ら遠位部の 切 片で
は 拡張と鬱血像が認 め られ ， 術後1週目か ら2週目に
は閉塞性血栓が認め られ た ． 術後 3 ． 4 週目で は内膜
細胞の 増殖 を認 め始 め ， 術後 6過日 に は線維性肥厚が
著明 で ， 管腔 は著明 に 狭少化 した ． こ の 時期 に も閉塞
性血栓が散見 さ れ ， 全経過 を通 じ た閉塞性血 栓の 発生
率は2 2％だ っ た ．
21 血管周囲組織の 所見
術後 3 日目 に は切除 を免れ ， 血 管束本幹 に 付着した
極少量 の 血 管周 囲組織 に 細胞浸潤 と毛細血管拡張を認
め たが ， 以 後血 管周囲組織 に は 線維化 を認 め た の み
で
， 肉芽組織 の 新生 と退締 の 所見 は著明 で な か っ た ．
3 ． 剥 離群
11 伏在動静脈本幹の 所見
伏在動脈 は術後 3日 目 ， 1 週目 に 内皮細胞の 軽度の
増殖 を認 めた 以 外正 常 で あり ， 全経過 を通 じて 閉塞性
Fig． 18． H istolog y of the pe riv a s c ula rt
issu e of the n on－1igated gro up at 3
days afte r oper atio n． T he r e a r e m any dilated c api
llarie s． H －E stain with
pe r m a ngan ate－ r eS O r Cin
－fu chsin stain ． XlOO．
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血栓例 は な か っ た ．
2ユ 血 管周囲組織 の 所見
術後 3 日目 に は多数の 毛細血 管や ノJl動静脈の 拡張像
を認め た く図18J． 術後 1 ， 2 過日 に は 細胞浸潤が著明
とな り ， 血 管周囲組織 の 外周 に は 線維芽細胞 と毛 細血
管内皮細胞 か ら な る 肉芽組織が形成 さ れ
， 毛細血 管 は
拡張した ． 術後 2週目 の 肉芽組織 の 範囲が最大 で あ っ
たが ， 線維 化も この 時期 に 形成さ れ始 め た ． 術後 3過
日以降， 血 管周囲組織の 細胞浸潤
， 毛細血 管 の 拡張 は
軽減し ， 線維化 も減少 し ， 術後6過日 に は肉芽組織は
退締し ， ご く 一 部 に 線 維化 を残 す 以 外 は 正 常で あ っ
た ．
4 ． 周囲組織切除剥離群
1フ 伏在動静脈本幹 の 所見
剥離群と同阻 伏在動脈 は術後 3日 軋 1週目 に 内
皮細胞の 軽度の 増殖 を認 め た以 外正常 で ， 全経過 を通
じて閉塞性血栓 の 形成例 はな か っ た ．
2う 血管周 囲組織の 所見
周囲組織切除結染群 と同様， 術後 3 日目 に は極少量
の血管周囲組織 に 細胞浸潤と毛 細血 管 の 拡張 を認め た
が
，
以後周 囲組織 に は 線維化を認 め たの み で ， 肉芽組
織の新生 は明 らか で な か っ た ．
5 ． 周囲組織単独群
1う 伏在動静脈本幹の 所 見
術後 3 日冒の 伏在動脈 は内腰が狭少化 し虚脱 した 部
位 と内腱の 拡張 した 部位が 混 在し ， 中膜平滑筋細胞 の
核 の 染色性不 良で あ っ た － 伏在静脈 は著明 な鬱血 を呈
し た ■ 術後 3 へ 6週目の 伏在動脈 の 内膳 は著明 に 狭少
化 した ． 全経過 を通 じ て 閉塞性 血栓形成率 は50％ で
あ っ た ．
21 血 管周 囲組織 の 所見
術後 3日 目の 血管周囲組織 に は著明な 浮腰 と 多数の
出血 巣
－
さ ら に 好 中球 を主 体と す る高度な細胞浸潤 を
認め た ． 同時 に この 部の 伏在神経や 一 部存在 す る薄筋
の 筋細胞 は空 胞変性 を呈 し， 出血 性梗塞 の 組織像 を示
して い た く図19ナ． 術後 2週 目以 降 ， 血管周 囲組織 は高
度 の 線維化に 陥 っ た ．
IV 一 血 管周囲組織 の 血 流 測 定
図2 0に 示 す よ う に 吸 入 式水素 ク リ ア ラ ン ス 法 に よ る
伏在動静脈血管束の 周囲組織 の 平均血液量 は対照 群 に
て 71 ． 5士 16 ．2ml minノ100g ， 術 直後の 結勢群 に て
40■ 1 士16．8ml minノ100g， 剥離群72．1 士2 1．4mlノmin1
10g で あ っ た ． 周囲組織単独群 は水素 ガ ス が 測定部
位ま で 十分拡散せ ず測定不能 で あ っ た ． 一 元 配置分散
Fig．1 9－ Histolog y ofthe v a scula rbu ndle ofthe pr o xim allyligated gr o up at
3 days after oper atio n． Saphe no u s artery c ollaps e swith a na r r o wlu m e n
，
a nd s aphe n o u s v eins dilate r e m a rkedly a nd a r e filled with blo od．
Saphe n o u s n er vs e xhibit v a c u ola r dege n e r atio n くa rr o w sJ a nd there a re
n u m e r o u sinte rstitial he m o rrhage ． H－E stain with pe r m a nga n ate－ re S O rCin －fT
u chsinstain ． x 64
．
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分析法 Scheffe の多重比較検定に よ れ ば危険率 1 ％未
満 で 結集群は剥離群と対照群 よ り血 流が 低下 して い る
と 判定さ れた ． しか し ， 剥離群 と対 照群 との 間 に は有
意差 は認 め ら れ な か っ た ．
同 一 個体 で対 照瓢 剥離群 ． 結染辞さ ら に 周囲組織
単独群 と血流測定を連続 し て行 っ た 取 結熟群ま で は
正 常に 水素ク リ アラ ン ス 曲線が 捕 ら え られ 血 流 は存在
し たが
，
最後 の 周囲組織単独群 で は 吸 入 し た水素 ガ ス
が締 ら えら れ ず血 流は 消失 して い た ■ 続 い て ． 近位血
管束の 血管ク リ ッ プ を開放 し周 囲組織単独群の 状況 を
結勢群 の 状況 に 戻す と ， 水素ク リ ア ラ ン ス 曲線が 再び
捕 らえ ら れ血 流 は回復 した く図2い一
また ， 術後 2週目の 血管 周囲組織 の 血流量 は結染群
で 25．3士15．8mllmin1100g ， 剥離群 で は 50．1士 22．4
mlノminハ00g と減少 した ■ い ずれ も 危険率 5％ で有
匪匿園
戯． ＋ 匿診 ＋ 一院
Fig． 20． Blo od flo w s of the periv a s c ula r tis su e
of v as c ular bu ndleju st afrer ope ratio n． T he
data are m e a s u r ed by inhaled hydr oge n
w ashout te chniqu e． T he abs cis s a sho w s
e xpe rim e ntal gr o ups三 A， 1igated gr o up くn
ニ ー
241ニ B， n O n－1igated gr o upくn ニ 191iC， u ntreated
c o ntr ol くn ニ 161． The o rdin ate sho w sblo od
flo w sくm e a n士SDl of e a ch gr o up and its
dim en sion is mlJ
l
min1100g tis su e． 串pく 0 ． 01
by A N OV A follo w ed by Scheffes m ultiple
C O mparis o n．
意 の 血 流減少 を認 め た く図221．
考 察
Vin eberg
lI が 内 胸動脈 を 心 筋 内 へ 移植 し た の を
も っ て 囁矢と す る 血 管移植は当初は 主 要動脈 の み を移
植す る動脈移植 であ っ た が
工ト 5 胴
，
23旬 50％ の 例 で 血
栓形成 を認 め た
2 醐
． 以 来 ， 互 い に 伴 走 す る 動静脈を
対と した血 管束を用 い た血 管束移植術 と し て 利用 され
る の が 一 般的と な り ， しか も簡便 な動静脈 の 先端結熱
が汎 用 され る よう に な っ た
5肌 9 ト 川
こ の 血管束移植術 は図23の よう に 模式化す る こ とが
で き る ． 血 管束の 先端部 は目的 と す る乏血 組織内に 移
植さ れ る が ． それ に 至 る ま で の い わ ば血管束柄部とも
い う べ き 部分が 存在す る ． 従来の 研究は 目的組織であ
る乏 血組織 へ の 血 管束移植術の 検討 ． 即 ち血 管束先端
部 の 検討 が主 で あ っ たが ， 血 管束柄部 は先端部の 機能
を保障 す る た め に も 当然 主要動静脈 の 開存性の 維持は
必 要で あ り ， そ の 検 討は 先端部と 劣 ら ず重 要と い える
が
． 従来 こ の 点 を検討 した報告は な い 一
動静脈 は本来末梢組織 に 分 布 し ， そ こ に ある毛 細血
管網 を通 じ て 循環が行わ れ る もの で ， 動静脈本幹を結
歎 す る と 動脈血流の 停止 あ る い は鬱滞 を来 た し ， 静脈
は血流量の 減少あ る い は 停止 が生 ずる は ずで ある 一 と
こ ろが ， 本実験の 績染群 に お い て は 本幹 を結染 しても
動静脈間 に 良 い 循環 が 得 られ た理 由は ， 図24 に示 すよ
う な動静脈間 に 連絡枝が あ る と い う よ り も ， 付属する
周囲組織内の 循環 系の 存在 が役立 っ て い る と い える ．
周 囲組織 を切除 した 周 囲組織切除結殆群 で は動静脈間
に 僅か の 連絡枝が存在す る と は い え ， こ れ だ けで は不
十分 で ， 開存性が 損 なわ れ た こ と か らみ て 周 囲組織内
の 循環系の 必 要性が わ か る ． 一 方 ， 先端の 動静脈を結
致 しな い 剥離群な ら び に 周 囲組織切除剥離群で は周囲
組織 の 有無 に 関係 な く ， 血 管本幹の 開存性 は保たれ
た ． こ れ は動静脈の 支配す る 終末組織 で の 毛細血管網
く図24－31が存在す る た め で ． 周 囲組織の 循環系を利用
し な く と も血 流 が 正常 に 保 たれ る こ と を示 して い る ．
ま た ， 周囲組織単独群 が出血性梗塞 に 陥 っ た成績か ら
血 管周囲組織 に あ る循環系は伏在 動静脈本幹 に よ
I
■順
給 され て い る ． 以 上か ら ， 結染群 の よ う に 先端結染法
に て血 管束 を作成 し た際 に 血 管本幹の 開存性を維持す
る た め に は ， 脂肪組織 を主 体 と した コ ン パ ー トメ ン ト
を形成 す る伏在動静脈 周囲組織 を温 存 す る こ と が必要
で あ る ．
こ の 点 は Se w ell
l朗 が 内乳腺動静脈移植 に お い て血
管束周囲の 軟部組織 を付着さ せ る こ と が 動脈の 開存性
を高 め る と し て い る成績 に 通 じ る が ， さ ら に Sew el
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ら
191は ま た S hinto mi ら
2D，
も血管束の 動脈の 開存性 を
高め るた め に終 末組織く図24－ ，2，3ンを 一 部付着さ せ る こ
と を強調 して い る が ， 今 回 の 成 績 か ら そ の 必 要は な
く， 血管周 囲組織 を十分付 けれ ば ， 先端は結染操作の
みで十分 で あ る ．
保利5，6，は 犬 の 伏在動静脈血管束 に お い て ， ま た
Shen
21Iが 成人 の 椀骨動静脈間 ， 尺骨動静脈問 ， 前脛骨
動静脈臥 浅側頭動静脈間 に お い て 動 静脈 を繋 ぐ微小
循環が存在 す る こ と を造影 剤の 動脈注 入 に よ り レ ン ト
ゲン 学的に 示 した 0 しか し ， こ れ ら の 研究は 動静脈間
の 繋ぐ微小循環系の 存在 を 示唆 し た に 過ぎず ， 血管本
幹の 開存性と の 関わ り を実証 し て はい ない 0 今回 の 研
究で は血 管周周組織 を温存 し た群と 切 除 した群 の 血 管
本幹の 開存性を比 較 す る こ と に よ り必要と さ れ る血管
周囲組織の 範囲 を示 しえ た ．
一 方 ， 血 管周囲組織自体も しく は そ の 外周 に 起 こ る
現象に 関 して は ， 周囲組織 を温存 した結染群 と剥離群
に お い て 既存毛 細血 管の 拡張所見と 旺盛 な微細血管の
増生 所見を え たが ， 周 囲組織 を切 除 し た周囲組織切除
結染群と周囲組織切除剥離群 で は こ の 微細血管の 増生
所見 を認 めず ， 血 管周囲組織の 有無に よ り 異な っ た結
果 を示 した ．
この 微細血 管の 増生所見は毛細血管内皮細胞と線維
芽細胞の 増殖 に よ る 肉芽組織形成 が周囲組織 の 外周 虻
起 こ っ た も の で ， しか も ， 術後3週目以降退縮傾向 を
認 め た － こ れ．は Algire22，， Scho ef123，， 大 井24，，
Weilhelm 25，
， 鈴木 ら261 の 記載す る 創傷治癒機転 で の 毛
細血管の 増生 ，． 肉芽組織の 新生と退縮の 一 連の 経過 に
一 致 す る ■ し たが っ て ， こ の 微小 血 管造影 で の 微細血
管増生所見 は創傷治癒機転 の 所見と考え られ る ．
今回 の 成績か ら こ の 創傷治癒発現 に 関 し ても 血管周
囲組織 の 存在 は重 要と結論 さ れる ． 血 管周囲組織の 毛
細血管 の 増生 は ． 本研究目的の 血管柄部よ りも 後述す
る よ う に 乏 血 組織 に 挿入 す る血 管束先端部 に お ける 血
行改善機能と して 重 要な役割 を も っ て い る と 考 えら れ
る ．
次 に ， 血 管周 囲組織の 血 流量 と その 経路 に つ い て 考
察 す る ． 前述の よ う に今 回 の 実験で ま ず形 態学的に 血
管周囲組織内の 循環の 維持 と伏在動静脈血管本幹の 開
存性が密接に 関係 して い る こ と が 明ら か と な っ た ． し
．野 L
瀞
Fig． 21． T hre einhaled hydr oge n w a sho ut c u r v e s of a r abbit u nder thr e ediffe r ent c o ndito n s．
Cu rv e仏1is m ea s u r ed in the situ atio n of the ligated gr o up． T hen， the pr o xim al pa rt ofthe
SaPhe n o u s v e ssl ar e clipped to m ake the situ atio n ofthe pro xim ally ligated gro up a nd the
C u rveくBlis m e as u red． Atla st， the clipis rem o v ed to m ake the situ ation oftheligated gr o up
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Fig． 22． Periodic cha nge s of the blo od flo w of
pe riv a sc ular tis su e of the ligated gr o up くAl
and the n o n－1igated gr o upくBl， T he absciss a
sho w sthe period after ope r atio niO，ju st after
ope r atio ni2， 2 w e eks after ope ratio n． Ordin
－
ats sho w sblo od flo w sくm e a n士 S Dl of e a ch
gr oup． Its dim ensio nis mlJmin1100g tissu e．












Fig． 23． Sche m atic illu str atio n of the v a s c ula r
bu ndle tr a n spla ntatio ni A， pedicle of the
v a s c ula rbu ndle which is gr afted o n o rin the
n o r m al tis s u eニ B， tip of the v a sc ula rbu ndle
which is gr afted in the ta rget tiss u e－
か し
， 直接的な証明 と は い い が た く ， さ ら に 吸 入 式水
素 ク リア ラ ン 大法 に よ る 血 管周 囲組織 の 血 流測定 を施
行 した ． その 結果 ， 対照群と 剥離群 で は 周囲組織の 血
流 に 変化が な か っ た 点か ら ， 血 管周囲組織の 循環 は専
ら血 管本幹 も し く は血 管周囲組織自体の 連続性に より
保 た れ い る こ とが 示 唆 さ れ た ．
さ ら に 結梨群と 周 囲組織単独群 と の 血 流測定の 結果
か ら
． 結致群の 血 管周囲組織血流 は 正常 よ り減少を示
す の に 対 して ， 周囲組織単独群で は 血 流が 消失する こ
と よ り ， 血 管周囲組織の 血流は 血 管本幹の み を経由し
て も た ら され ， 束付着部 に お け る血 管周 囲組織自体の
連続性 に よ っ て は も た らさ れ る もの で は な い こ と がわ
か っ た0 ま た ， 以 上 の 事実 に よ り結染群 の 血管束に お
い て は
．




Fig． 24． Sche m atic illu str ation of the v a sc ula r
bu ndle a nd its e nd tiss u e． くり， a V a SC ular
bu ndlei A， a rte ry ， V ， Veinニ く21， e nd tissuei
く3l， C apillary netw o rks in the e nd tiss u eニく4ナ，
pe riv a sc ular tiss u e of the v a s c ula r bu ndlei
く5I， C apilary n etw o rk in the pe riv a sc ular
tis su e三く61， C O m m u nic ating br a n che s betw ee n
a rte ry a nd v ein ． Ar ro w shows the site
of
distal ligatio nto m ake a v a sular bu ndle－
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とが 生理 学的に 証明 され ， こ れ に よ り血 管本幹が開存
する こ と が 明ら か と な っ た ． い わ ば 血 管束移植術 は血
管柄付 仁血 管周囲組織J 移植術と い える ．
一 方 ， 結勢群 に お い て は対照群 ， 剥離群よ り有意 に
血流が低下 し た が ， これ は結染群 で の 血 管束先端部 で
の結染操作 に よ り ， 血 流の 途絶と 同時 に 伏在動脈内圧
の 上 昇に さ ら に 血 管周囲組織 の 組織内圧 の 上 昇を惹起
し ， 最終的 に 静脈還硫不全を起 こ し て 組織血 流 の 減少
をき た し た可 能性が ある ． こ れ は結染群 の 術後 3 日目
の微小血管造影 で 墨汁漏出な どの 微小循環系 の 破綻 を
示す所見や ， 剥離群 で 認め た Algir e22，， Folkm a n27，の
い う初期の 創傷治癒機転 に 由来す る と判断さ れ る良好
な毛細血管拡張 が ， 結熟群 で は比 較的抑制さ れ た 事実
よ り支持さ れ た ． 加 えて ， 結穀群 で は 組織学的に 伏在
動脈が高血 圧 状態 に 陥っ て い る可 能性 を示 す 伏在動脈
の 内膜肥厚 を認 め た点 か らも 支持さ れ る ．
ま た
，
術後 2週目 の 結染群と剥離群 の 血 管周囲組織
に お い て も有意 の 血流の 低下 を認め た 0 そ の 理 由と し
て本実験系 で は血 管本幹よ り 僅か 数 m m 離れ た 部位
に測定電極 を設置 し てお り． 飯島2即 も 指摘す る よ う に
血管本幹の 血流の 影響が想定さ れ る ． 手術直後測定時
に は こ の 影響が 大き く t や や血 流が 大 き く測定さ れ る
可能性 が あ る が ， 術 後 2 過日 で は 血 管 周 囲組織 に
は細胞浸潤 や軽度の 線推化な ど血管周囲組織自体 の 組
織学的変化 を き たす た め
， 測定電極と血管本幹 の 距離
が変化 し なく て も 血 管本幹 の 血 流 の 影響 は 少 な く な
り ， 血管周囲組織の 血 流が低下す る と 考え られ る ． ま
た ， 手術直後 は周 囲組織 の 創面 か ら の 出血 も血流 と し
て捕ら えら れ 血 流測定値 が大き くな る 一 因 と考 え られ
る ．
一 方 ， 術後 2過日の 時期 は結染群 ， 剥離群 の い ずれ
に お い て も 形 態学的に は 旺盛 な毛 細血 管増生 を示 す時
期で あ る ． 前述の よ う に 測定電極 を刺入 す る血 管周囲
組織自体の 組織学的変化 の 影響は あ る もの の
， 両群で
組織血流の 増加 を認め な か っ た点よ り ， 形態学的 に 毛
細血 管の 増生 が存在 し て も必 ず しも血 流の 増加 を意味
して い る と は い え な い ． Folkm a nら は 培養系 で の 毛
細血管内皮細胞 の 増殖 と管腱形成 の 事実 か ら毛細血管
の 新生に は血 流 も 血圧 も 関与 しな い 可能性 を示 唆 して
い る
29，
0 こ の 点 は ． 従来 ． 微小血 管造影所見の み で 形
態的に 血行状態 を論 じて き た 方法論 に 警鐘 を発 す る も
の で ， 微小 血管造影と 血 流測定 と の 所見は決 して 叫 致
し な い ．
最後 に 移植 血 管束と母床 と の 関係 に つ い て 考察 す
る ． 血管束移植術の 場合 ， 図23に お け る血管束先端部
と母床と の 関係 を論 じ た研究 はあ っ た が1ト 11 川 ト 21湖 ．3り
，
血 管束柄部 と そ れ を 置く 母床 との 関係を論 じ た研究 は
ない ． 神経移植 の 場合 に は移植神経が母床 よ り血 行 を
Fig． 25． H istolog y of the is che mic m u scle with the va s c ula r bu ndle
tr a spla ntatio n at6 w e eks afte r ope ratio n． Tra n spla ntated v asc ula rbu ndle
is s e en s u rr o u nded by infiltr ated adipo setis s u e r epla cl ng the n e c r otic





得る 必要が あ る た め ， 血行 の 良好 な母床 を選 ぶ 必要 が
ある ． しか し， 血 管束移植術 で は今 回 の研究 で明ら か
な よう に 血管周囲組織が あ る 限り ， 循環 が そ れ 自体 に
保 たれ て い るた め ， 母床の 血 行に は 関与 しな い こ と が
明 ら か と な っ た ． よ っ て ， い か な る 組織上 ある い は組
織内に あっ て も血管周囲組織 が温存 して あ れ ば ， 血管
束柄部の開存性 は良好 で あ り ， 母床の 状態 に 影響 され
な い とい え る ．
臨床的に は ， 整形外科領域 で の 大腿骨頭壊死
7111Iや
Kie nb批k 病 押上岬 な どの壊死骨 や心臓外科領域 で の 壊
死 心筋 の 血行改善II1 9Iを目的 と し て 血管束移植術 が行
わ れ て きた ． こ れ は 図23に 示 す 血 管束先端部 の 問題 で
あり ， 今回 の 目的 ， す な わ ち血管束柄部の 研究と異な
る ． しか し ． 血 管束自体 の機能 と構造は両者と も 同 じ
で ある はずで ， た だ 束の母床 が 正 常組織 か 乏血組織か
の 差 に す ぎな い ．
今回 ， 本実験 の 追加と して ， 結染群の 血 管束 を乏血
筋肉内に 移植 し た実験 ， す な わ ち母床が乏血筋肉組織
であ る場合 を調 べ た ．
術後 1過 日で血管束 に は周 囲組織内の 著明 な細胞浸
潤があ り ， 壊死 筋肉は細片化 し ， 術後 3週目 以降は前
述 し た ような 血管周囲組織外周， 即 ち移植血管束 と母
床 と の接合面で の 毛細血管 の増生及 び肉芽組織の形成
に よ っ て血管束 に 接 した壊死筋肉の吸収が起 こ り ， こ
れ が 脂肪組織 に置換さ れ る所見が み られ た く図2引．
こ の成績 は血管束移植が決 して 壊死 筋肉の再生 あ る
い は血行 の 改善 と し て働い た も の で は な く ， 壊死組織
の 吸 収と 脂肪組織 の置換が主で あり ， 壊死骨組織 で の
骨 の再形成が起 こ る と い う金粕 抑 や 保利 醐 の 実験 と は
異 な っ た ． ま た 金精 細 ， Sbe n
31Iが 指摘 した よう に 乏血
組織 で あ っ て も 熱変性 に 陥っ た母床 は 血管束移植 に よ
る血行再建が不良で あ る ． 同 じ乏血組織であ っ て も 乏
血組織 の種類や性状 に よ り血管束移植術の効果 は異 な
る も の で ， す べ て の 壊死ある い は乏血組織に有効で は
な い ． よ っ て ， 血管束移植術 に は対象 を選 ぶ 必要があ
る ．
結 論
血管束移植術で の血管束作製時に お け る血管束先端
結染 の影響 と血管周囲組織 の血行動態 の検討 を目的と
して ， 白色 日本家兎の伏在動静脈 を利用 した 血管束の
実験 モ デ ル を作製 し ， 先端 結染 を した 群 と しな い 群 ，
血 管周囲組織 を温存 した 群 と 切除 した 群 を組 み 合 わ
せ ， 微小血管造影法 と組織学約手法 に よ る経時的 な形
態学的検討と ． 吸入 式水素 ク リ ア ラ ン ス 法 に よ る血 管
周囲組織 の血流測定 を施行 し以下の 結論 を得た ．
1 ． 先端 を結染 して作製す る血管束 に お い て は血管
周囲組織 を温存 した 群で は血管本幹の開存性は保 たれ
る が ， 血 管周囲組織 を切除 し た群で は血 管本幹の 開存
性 は損 な われ る ． こ れ は血 管周囲組織内の微小循環が
動静脈本幹の循環維持 に 役立 っ て い る こ と を示 してい
る ． 一 方 ， 先端 を結致 し て い な い 場合 は血 管周囲組織
の 有無 に 関係 なく血管本幹の開存性 は良好 であ る ．
2 ． 先端 を結致し た血管束 の血 管周囲組織 の 作製直
後 の 組織血流 は ， 正 常よ り有意に 低下 は す る も の の 約
56％く平均40．1mllmin1100gIの血流が存在 し ， これ は
血管本幹経由に て 循環 して い る こ と が 証明さ れ た ．
3 ． 血管束作製後 2週目 ， 形態学的 に は 血管周囲組
織 の外周 に 旺 盛 な毛細血管の 増殖 を認 め るが ， 血管周
囲組織 の組織血流は軽度 の 減少 を示 し ， 形態学上 の毛
細血管の 増殖 は血流測定 上 の 血流 の 増加 を意味 しな
い ．
4 ． 血管栄作製後 2過日 に み ら れ る毛細血管の 増殖
は創傷治癒現象と して生 じる も の で ， こ れ が 乏血組織
の 血 流改善 と い う 血管束移植 の 本来の目的に 役立 つ も
の と考 え ら れ る ． こ の毛細 血 管増殖 は血管周囲組織を
温存 した群 に 艮好に 形成 さ れ る ．
以 上 よ り， 血管束作製 に あ た っ て は ， 血 管周囲組織
の 十分な温存が 血 管本幹の 開存の み な らず ． 血管束外
周で の 毛細血管 の増殖 に お い て も き わ め て 重要で あ
る ．
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A bstr乱Ct
vas cula r bu ndle tr a n splantation hasbeen us ed toim prov e the circ ulation of is chemic
tissu es． H ow ev e r， the prin ciples for m aking the v a scula r bu ndle h
a v e no tbee n established
yet and the pr ecis e hem odyna mics of the
v asc ula r bu ndle has no tbe e n w ellelucidated －
T he purpo s e of the pre s en t e xpe rim en
ts is t o study the role of periva sc ula r tiss ue of the
v a scula rbu ndles and the effe ct of ligation at the d is
tal e nd of the vas c ula r bu ndle s． T he
paten cy of a ste m arte ry of the
v ascular bu nd le wa s examin ed micr oa ngiographic ally and
hist ologic ally． Se v e ral kinds of e xperim ent al m odels w er e m
ade with saphe nous v e ssle s of
Japan ese w hite r ab bits． T he pate ncy o
f the saphe n ou s arte ry of the vasc ula r bu ndle waも
alw ays m aintainedin the m odels of va sc ular tr
ansplant with pe riv a s c ula r s oft tis s u e． T he
periv a s c ular s oft tissu e，
rnainly adipo s etis s u e， S e e m ed to
be e ss e ntial fo rthe pate n cy of the
va sc ula r bu ndle ． Ifthe periv a scula rtiss ue s w er epres er
v ed， the ligatio n at the distal end of
the v ascular bu ndle did n ot obstr u ct the pate n cy of va scular bu ndle
． The sec ond foc u s of
the pr esent st udy w as the blood m e a su rem e nt of th
e pe rivas c ular tiss u ebyinhaled hydrogen
w a shout te chniqu e． Ev e n in the e xpe rim
ent al group， there w a s abl
ood flo w of
40．1 士 1 6．8 mlIminl1 0 0g in the pe riva sc ular tiss ue of va s cular bu n
d le， Which
c orrespo nded to 56 pe rce nt o h he n or mal le vels － It w a s
less tha n that of c o ntrol blo od
flo w bec au se of the dista1 1igatio n of the va scular bundle－ The blo od flo
w disappeared
after the po xim al ligation of saphe no u s artery． Ther
efore， the blood flo w of the
periv asc ulartissue w a scar ried only thr o ugh
the stem s aphe nous arte ry．
